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て，最近用いられている PWM インバータ回路の前段に可変電圧コンバータを設けた可変電圧型の PWM
方式電源や，従来型の一定電圧 PWM 方式の鉄損特性の検討を行った。また，モータのコアをパンチ加
工した際の加工応力の影響や，フレームをコアに焼きばめした場合および軸方向に鉄心押さえ板をボル
ト締結した場合の磁気特性や鉄損特性の影響を測定により確認した。 
本研究で開発した設計支援技術は，多様な社会ニーズに対応する製品モデルの創出や構想検討に役立
てられると思われ，極めて有効であり，学術上および工学上寄与するところが多い。よって，本論文は
博士（工学）の学位を授与するに値するものと認められる。
